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序

土浦市は霞ケ浦や桜川の水に恵まれ、太古から人々が生活するのに適したところでありました。そ

のため市内には貝塚、古墳、集落跡など数多くの遺跡が存在しております。これらの遺跡は当時の様

子を知る手掛かりとなることはもちろんのこと、現代の私達が豊かに生活することのできる先人の偉

業でもあります。

このような貴重な文化遺産を保護し、後世に伝えることは私達の大切な責務であり、郷上の発展の

ためにも重要なことと思われます。

このたびの調査は、常総実業株式会社のミニゴルフ場造成工事に伴う、二又遺跡発掘調査による記

録保存を目的として行われたものであります。

遺跡からは、古墳時代から平安時代の竪穴住居址が確認されました。この中から、市内では出土例

の少ない古墳時代 (5世紀代)の須恵器が完全な形で発見され、非常に貴重な出土例といえます。

この調査によつて、市内西部中村西根地区の古代文化の究明にいささかなりとも役立てて頂ければ

幸甚であります。

最後になりましたが、調査から報告書の刊行にあたり、常総実業株式会社をはじめ、関係各位の皆

様のご協力とご支援に対し、心から厚く御礼申し上げます。

平 成 14年 3月

土 浦 市 教 育 委 員 会

教育長  尾 見 彰 一



例 言

1。 本書は、ミニゴルフ場造成工事に伴う、土浦市中村西根1099-1番地に所在する三又遺跡の発掘

調査報告書である。

2.調査は常総実業株式会社の委託を受け、土浦市遺跡調査会が実施した。
3.調査期間は平成6(1994)年 9月 6日 から9月 28日 である。
4.発掘調査は関口 満 (上高津貝塚ふるさと歴史の広場学芸員 )、 遺物整理及び本書の作成は福田
礼子 (上高津貝塚ふるさと歴史の広場埋蔵文化財担当臨時職員)が担当した。

5。 本書の執筆は、第1章 。第4章・第5章を関口、第2章・第3章を福田が行い関口が補筆した。

6.整理作業の分担は下記のとおりである。
遺物実測 :福田 石山春美 中村節子 長嶺道子
遺物・遺構 トレース・図版作成 :福田

遺物写真 :関口

墨書土器の赤外線カメラ撮影は(財 )茨城県教育財団にご協力頂いた。

7.調査及び報告書の作成には下記の諸機関・方々によりご協力・ご助言を賜つた。記して感謝の意
を表したい。(敬称略 )

茨城県教育委員会 茨城県県南教育事務所 (財 )茨城県教育財団 常総実業株式会社 赤井博之
岡林耕作 川井正一 川西宏幸 瓦吹 堅 鋪木 洋 酒井清治 鈴木素行 塚井菩一郎
米川仁一

8。 本遺跡の出土品・報告書作成に伴う資料は全て上高津貝塚ふるさと歴史の広場が保管する。

凡 例

1.遺構図中の断面図・土層図脇の数値は海抜高を表し、単位はmである。
2.遺構図中のピット脇の数値は床面からの深さを表す。
3.土層・実測遺物の色調における色相の判断は F新版 標準土色帖』(日本色研事業株式会社 )を使
用した。

4.出土状況図中の0は土器を表し、実線は接合関係を示す。
5。 遺構・遺物実測図の縮尺は基本的に下言己のとおりである。その他のものもスケールを明記してある。

遺構 竪穴住居址…。1/60。 1/30      遺物 土器…………Ⅲ1/2・ 1/3。 1/4
土   坑…。1/40            土製品………。1/1・ 1/2

石器…………。1/2

6。 本文・表中の ( )は現存値、〔 〕は推定値を表す。
7.遺構図中の破線は推定線、一点鎖線は硬化面を表す。
8。 図版中のスクリーントーンの表現は、以下のとおりである。

|1須恵器 匡劉黒色処理 匡藝赤彩 睡霊繊維 匹コ灰釉陶器 麗劃各ぞ瘍
状
 匠コ砥面

圧副粘土

9.砥石のスクリーントーン・← →は砥面、□は切り出し面を表す。
10。 遺物観察表中の法量計測はA:口径、B:底径、C:器高、D:高台径、E:高台高である。
11.遺物実測図中の中心線が一点鎖線のものは、回転 (復元)実測を示す。
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第 1章 調査に至る経緯 。経過

平成 5年 12月 8日 に常総実業株式会社より、土浦市開発行為指導要綱に基づく事前協議申請書が提

出された。その内容は約43,396ポの市街化調整区域の土地において、ミニゴルフ場建設工事事業を行

なうという趣旨のものであった。このことを受け土浦市教育委員会では、遺跡台帳との照合を行った。

申請地の大半は低湿地であり水田として利用されていたが、一部は台地であり、「周知の遺跡」であ

る二又遺跡の範囲内に該当していた。この後現地踏査を実施したところ、申請地の二又遺跡部分は山

林となっており、遺物の採集は困難であったが、削平された台地端部に土器片の散布が見られた。こ

のような現地の状況を踏まえ、事業主宛てに埋蔵文化財の内容把握と範囲確認のための試掘調査の協

力要請を行った。

試掘調査は平成 6年 3月 4日 に実施することになった。トレンチの設定は、樹木伐採の制限等があ

り、全体には設定できず台地西側を中心に設定した。そして童機を使用して調査した。この結果、台

地中央部分のトレンチ内の表土は浅く遺物は確認されず、西側のトレンチでは表土も厚く堆積し、竪

穴住居址が 2軒確認された。竪穴住居址は、出土した遺物から平安時代のものと考えられた。この他

に縄文時代の遺物も出土した。

この後、土浦市教育委員会では試掘調査の状況をまとめ、事業主宛「申請地で現状変更を行う場合

は、埋蔵文化財の発掘調査が必要となる」旨を報告した。そして、事業主と市教育委員会との間で、

埋蔵文化財の取扱についての協議を重ねた。協議は難航したが、申請地の工事計画では台地の造成事

業が予定され、現状保存が困難であることから、発掘調査により埋蔵文化財の記録保存を行うことで

合意した。

その後、事業者の意向で一時このミニゴルフ場建設事業は中止となったが、平成 6年 6月 1日 に事

業者が再度事前協議申請書を提出し、発掘調査についても行うことになった。発掘調査にあたって、

同年 6月 10日 に調査エリアの設定を行った。その直後、工事が始まり、調査エリア以外は掘削され、

舌状台地は島状に削られた。

実際の発掘調査は平成 6年 9月 6日 から実施され、 9月 28日 まで行われた。発掘調査は土浦市教育

委員会が土浦市遺跡調査会に依頼し実施した。

査経過

平成 6年 9月 6日 器材の搬入。テント設営と遺構確認。

9月 7日  1・ 2号竪穴住居址の所在する東側から調査開始。

9月 20日  1・ 6号住居址調査終了。

9月 21日  2・ 5号住居址調査終了。

9月 26日  3号住居址調査終了。

9月 27日  4号住居址調査終了。

9月 28日 遺跡の全景を撮影し、その後テントの解体と器材の撤収を行う。
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第 2章 遺跡概観 (第 1～姻:PLl～ 3)

本遺跡は土浦市中村西根1099-1の番地に所在し、行政区分上のつくば市と隣接している。土浦市

は茨城県南部に位置し、関東平野の一角を担っている。市の北側には筑波山がそびえ、東側には広大

な霞ケ浦を望んでいる。土浦市の地形は、市内のほぼ中央を霞ケ浦へと流れる桜川により形成される

低地部と、筑波山塊より南東方向に延びる新治台地、桜川の南側に位置する筑波稲敷台地の三者より

なる。この筑波稲敷台地の北側には、北西より花室川が桜川とほぼ平行して流れている。花室川の中

流から下流にかけての台地両側は開析が進み、狭い谷津と小規模な台地が複雑に形成されている。

三又遺跡はこの花室川のほぼ中流、南岸にあり、南西方向に侵入する谷津に面した小規模な舌状台

地上に位置している。標高はおよそ18mである。

花室川流域は河川に面した台地上という地の利から、多くの遺跡が確認されている。

旧石器時代では南岸の西根宮脇遺跡 (6)。向原遺跡(24)。宮前遺跡(40)等で遺物が出上している。向

原遺跡では立川ローム軟質部よリユニットが検出されている。

縄文時代では早期に入り、向原遺跡・宮前遺跡から土坑が検出されている。特に向原遺跡では17基

の陥し穴が台地上に直線的に配列していた。前期になると、竪穴住居址が右籾貝塚東遺跡 (41)・向原

遺跡・権現前遺跡(39)な どで散見されるようになる。中期になると、宮前遺跡・下広岡遺跡(70)な どで

阿玉台式終末から加曽利E式期の群在する貯蔵穴を伴う集落址が見られる。後期から晩期にかけては

遺跡数こそ減少するが、北岸には学史的にも古くから知られている上高津貝塚(66)が位置している。

続く弥生時代は希薄であり、北岸のうぐいす平遺跡(59)や宍塚古墳群(68)か ら後期の竪穴住居址が

検出されるに留まる。このような状況は、市域北部の原田遺跡群等の様子とは全く様相を異にする。

古墳時代の遺跡として、二又遺跡に近接した場所では、下広岡遺跡や中新台遺跡(4)で集落址が形

成されている。特に中新台遺跡では、後期の竪穴住居址内のカマド及びその周辺から、勾玉や管玉等

の上製模造品が多数出上しているのが特筆される。三又遺跡と同じ台地に位置し興味深い。この他、

寄居遺跡(60)や向原遺跡では前期から後期にかけての集落が継続して営まれている。

古墳は、南岸に発掘調査が実施された向原遺跡があり、円墳と長方形墳が 1基ずつ確認され7世紀

後半から8世紀前半に位置付けられている。この他に不動堂古墳群(3)・浅間古墳(19)。大日古墳(18)等

がある。北岸では寺家ノ後B遺跡・十三塚B遺跡(53)で古墳が調査され、それぞれで古墳時代終末期

の方墳が確認された。この他、宍塚古墳群。幕下女騎古墳(61)等が存在する。

奈良・平安時代では寄居遺跡、うぐいす平遺跡でまとまった集落跡が、南岸の内路地台遺跡(44)か

らは平安時代の竪穴住居址 2軒と火葬墓が 2基検出されている。

中世では、高井城址(73)を 中心として、下高津小学校前遺跡 (62)。 宮脇B遺跡 (57)・新町遺跡(58)。

うぐいす平遺跡などが存在する。

-4-



瀞
!湧

４暉
〔
端

iA友空テ

`Ⅲ牽1韻 I(

第 3図 周辺の遺跡位置図

―-5-―

(国土地理院発行 V25,000に 加争 )



Nb 遺 跡 名 旧石器縄文 弥生 譜 奈・平中世 近世 No 遺 跡 名 旧石器縄文 弥生 古墳 奈・平中世 近世

1 又 ○ ○ ○ 宮 日l」 ○ ○ ○ ○

後 稲 ○ ○ 右 籾 貝 塚 東 O
不動堂古墳群 O 右 籾 宮 塚 ○

中 新 台 ○ ○ 右 籾 館 l■ ○ ○

堂  場  台 ○ 内 路 地 台 ○ ○

西 根 宮 脇 O ○ ○ 牧 の 内 ○ ○

7 笹 崎 ○ 右 籾 十 三 塚 ○

石 橋 台 O 永ヽ 国 ○ ○ ○ ○ ○

西 所 在 塚 ○ 亀 井 ○ ○

竹 ノ 入 ○ 和 台 ○ ○ ○

11 西 根 長 峰 ○ ○ ○ 寺 家 ノ 後 A ○ ○

一局 山 ○ 寺家ノ後古墳群 ○

後 ○ ○ 十 三 塚 A ○ ○

乙戸町庚 申塚 ○ 十 三 塚 B ○ ○ ○

西 根 平 ○ ○ 永 国 十 三 塚 ○ ○

諏 訪 ○ 宮 脇 庚 申 塚 ○ ○

平 代 地 O ○ 宮  脇  A ○

大 日 古 墳 ○ 宮  脇  B ○ ○ ○

浅 間 古 墳 ○ 新 町 ○ ○

白 楽 所 在 塚 ○ う ぐい す 平 ○ ○ ○

南 達 中 B ○ ○ 寄 居 ○ ○ ○ ○

馬 道 ○ ○ ○ 幕下女騎古墳 ○

馬 道 古 墳 群 ○ 下 高 津 小 ○ ○ ○

向 原 ○ ○ ○ 弁 天 社 東 ○ ○

向 原 古 墳 群 ○ 西 原 ○ ○

谷 原 門 A ○ ○ ○ 出  シ  山 ○

谷 原 門 B ○ 上 高 津 貝 塚 ○ ○ ○

谷 原 門 C ○ ○ 栗 山奇 ○ ○

嵩久保一里塚 ○ 宍 塚 古 墳 群 ○ ○ ○

天 神 ○ 下 大 角 豆 ○

扇  ノ  台 ○ ○ 下  広  岡 ○ ○

木 の 宮 北 ○ 大  角  豆 ○ ○

木 の 宮 南 A O O 千 現 塚 古 墳 ○

木 の 宮 南 C O 高 井 城 址 ○

木 の 宮 南 B ○ ○

峰  崎  A ○

峰  崎  B ○

峰 山奇 C ○ ○

権 現 日U ○ ○

周辺遺跡一覧

参考文献

国学院大学宍塚調査団『常陸宍塚』1971

桜村教育委員会『桜村史』(上巻)1983

土浦市教育委員会『土浦の遺跡―埋蔵文化財包蔵地―』1984

向原遺跡調査会 土浦市教育委員会『向原遺跡』1987

(財)茨城県教育財団『寺家ノ後A遺跡 寺家ノ後B遺跡 十三塚A遺跡 十三塚B遺跡 永国十三塚遺跡 旧鎌倉街道』茨城県教

育財団文化財調査報告第60集 1990
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①

3号住居l■

5号住居址

2号住居址

6号住居祉

K

1号住居llL

K

0        4m

第 4図 遺構配置図

(財 )茨城県教育財国 F西郷遺跡 南丘遺跡 長峰遺跡 数光遺跡 宮塚遺跡 右籾館跡 内路地台遺跡』 茨城県教育財回文化財調

査報告第64集 1991

(財 )茨城県教育財団『寄居遺跡 うぐいす平遺跡』 茨城県教育財団文化財調査報告第84集 1994

(財 )茨城県教育財団『右籾貝塚東遺跡 内路地台遺跡 念代遺跡 平坪遺跡』 茨城県教育財団文化財調査報告第■1集 1996

土浦市教育委員会『中新台遺跡発掘調査報告書』1996

(財 )茨城県教育財団『宮前遺跡』 茨城県教育財団文化財調査報告第118集 1997

上高津貝塚ふるさと歴史の広場「宮脇B遺跡」『土浦市上高津貝塚ふるさと歴史の広場年報』第3号 1998
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第 3章 検出された遺構と遺物

調査範囲内より6軒の住居llLが検出された。内訳は古墳時代中期 1軒、古墳時代後期 2軒、平安時

代 3軒である。住居址は東側でやや密に、いずれも近接して配置しており、うち 4軒は重複していた。

住居址以外の遺構は確認されていない。検出された順に住居址番号を付しており、記載も住居址番号

に倣い述べていくこととする。

第 1節 竪穴住居址
1号住居l■ (第 5。 6図 :PL4・ 8・ 9)

位置 E・ F-5。 6グリットに位置する。住居址南側は調査区外に延びており、東側は撹乱により大

きく壊されていた。また北側で 6号住居址と重複しており、覆上の観察から本址が新 しいことが判明

した。

規模・形状 (3,9)× (4.7)mの 方形を呈する。壁はやや外傾して立ち上がり、深さは最深部で74cln

を測る。西側の一部に壁溝が巡っており、幅は10～ 16cln、 深さは 3釦前後であった。

主軸方向 N-12° 一W

床 ほぼ平坦であり、硬化面は確認されなかった。北壁と西壁際には壁溝が部分的に巡る。

ビット 北側の壁際に円形・楕円形を呈する径12～ 25cmの ピットが 8ケ所検出された。いずれも浅い

ものであった。また北西側に精円形を呈する、長径50cmの ピットが1ケ 所位置する。深さは26硼 を測

る。このピットは主柱穴と考えられ、本住居址は本来 4本柱の柱穴構造を持つものと考えられる。

カマ ド 北壁に構築されるが、西側の袖部が一部残存するのみで、大きく撹乱により壊されていた。
カマ ド袖西側には焼土の堆積が見られ、その下から4の上器が割れて出土した。

覆± 8層 に分層される。

遺物  1は 1ケ 所に割れて出上し、部分的に黒色処理の痕跡を残す。 3・ 4はいずれも赤褐色を呈し、

被熟により器面が荒れている。 8は調査終了時の覆土エリア外から出土した。常総型の土師器奏であ

る。12はガラス小玉であり、インクブルー 色 (※ )を呈する。

所見 カマ ドの位置から入り口部は南側と想定される。遺物は出上位置と破損状況から住居廃絶期と

間をおかず廃棄されたと考えられる。また、1,3・ 41よ被熱したものを廃棄した可能性がある。

1号住居址の時期はカマ ドが存在することや出土遺物から、古墳時代後期の6世紀後葉から7世紀前

葉のものと考えた。しかしながら、現地調査時に本住居址出土遺物として取上げたものの中には複数

時期のものが混在して見られた。まず 6号住居址 1の須恵器であるが本住居址北壁直下の床面近 くか

ら出上した。帰属時期としては 5世紀後半と考えられ、 6号住居址出土として位置付けた。また、本

住居址エリア外付近の覆土上層からは、 9世紀前葉の須恵器 (第20図 37・ 38・ 40～ 42)が出上し、遺構が

明確に認識できなかったため、遺構外出土遺物として扱った。

-8-
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第 5図  1号住居l■

o               2m

表上の一部、粒子細かい、
しまり 粘性ややあり
1層 より黒色味増す、黒色土プロック若干、

しまりややあり、粘性あり
ローム粒多量、焼土粒 炭化粒、
しまりややあり、粘性あり
3層より暗い、φ5mm程の黒褐色土粒、
しまりややあり、粘性あり
黒色味増す、φ2mm程のローム粒、炭化物、

焼土粒、しまりややあり、粘性あり
4層 と同様の色調、φ2mm程のロームt_i多量、

焼土粒、ザラザラ、しまり弱、粘性あり

φ3mm程のロームブロック、焼土粒多量

1号住居 址
1 暗褐色

2 暗褐色

3 褐色

4 褐色

5 暗褐色

6 褐色

7 -

C182

1号住居llL出土遺物観察表

醜
血

形

種

器

器

法 量

(cm・ 買 ) 嚇
蜘

焼成 胎 土 色調 器形・技法の特徴 備  考

第 6図

1

土師器

杯

A: 128
Ci  48

1/3

覆上下位

普通 砂粒多量 |こ )式 セヽ

褐

口縁部は短く内傾して立ち上がる。口縁部外面は横

ナデ。口縁部と体部の境目に明瞭な稜を持つ。内面

に不明瞭な一方向のミガキ。体部外面はヘラ削り。

九底。内外面黒色処理の痕跡あり。

2 土師器

不

Ａ

０

〔152〕

38
蜘
雖

普通 赤色粒多 に
'ミ

い

橙

形態は偏平で接地部が平坦。口縁部は短く内傾。口

縁部外面は横ナデ。内面に一方向のミガキ。体部外

面はヘラ削り。内面は赤彩か。

3 器

壷

師

頚

土

短

B:  60

C:(69)
跡
朧

普通 雲母中量 にぶい

赤褐

体部が大きく湾曲し、上位に最大径を持つ。頚部に

沈線を巡らせ、短い口縁部が立ち上がると思われる。

底部は九みを帯びた平底。器面被熟で荒れ。

4 上師器

小型奏

A:〔 112〕

B:  76
C1 131

1/5

覆土下位

普通 長石・石

英多量

橙 口縁部は直立する。胴部は球形で、底部は平底。口

縁部はナデられ、体部から底部・底面がヘラ削り。内

面ヘラナデ。器面は被熱し荒れる。

底面に藁

状の圧痕

5 土師器

甕

Ａ

Ｃｉ

〔220〕

(113)

1/3

覆上下位

普通 雲母少量

胎土級密

明責褐 口縁部は頚部から強く外反、そして横方向のナデ。

胴部と口縁部の境界に稜を持つ。胴部外面ヘラ削り

後ナデ。外面に煤付着。

―-9-―
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幽
血

形

種

器

器

法 量

(cm・ g)

存

期

残

阻
焼成 胎  土 色調 器形・技法の特徴 備 考

6 土師器

甕又 は

鉢

Ｂ

Ｃ

〔82〕

(28)

一部

覆土

普通 石英・長

石多量、

雲母中量

暗褐 底部から外傾。外面輪積痕明瞭。内面ヘラナデ。底

面木葉痕。

7 土師器

鉢

A:〔 192〕

Ct(86)
騨
朧

普通 石英 。長

石中量

に )ド ▼ヽ

責橙

口縁部内傾。口縁部と胴部の境界に稜を持つ。日縁

部内面刷毛目状のナデ。体部横方向のヘラ削り。

8 土師器

甕

A:〔 202〕

B:  84

Ci 333

璃
盈

普通 石英・長

石・雲母

多量

橙 頚部は内湾して緩やかに括れ、口唇部をつまみ上げ

る。胴部上位に最大径を持ち、やや肩が張る。胴部

上半ヘラナデ、中位～下半ヘラミガキ。底面はヘラ

ナデ。内面上半ヘラナデ、下半はナデω

最大径部

分にカマ

ド構築材

付着

9 土師器

甑把手

把手片

覆土

普通 長石・雲

母中量

橙 断面楕円形。先端が大身。全合的に磨耗している。

石製品

紡錘車

長: 35

幅: 36

厚: 12

孔径:08
量:(183)

ほぼ完形

覆土下位

石材 :滑

石

暗灰 断面形態は扁平な台形。側面に縦方向のミガキや線

刻風の細かい線が見られる。上面に線条痕が残る。

11 石製品

砥 石

長: 37

幅: 38

厚: 09

重:162

一部

覆土

石材 :凝

灰岩

|こ

'ド

セヽ

責橙

断面長方形。1面に切り出し痕が残る。砥面2面。

ガ ラ ス

小玉

長, 11

幅:(07)

厚: 09

T隆 :⑭ 9
重:(07)

勁
躯
斑

インク

ブルー

※

上下に潰れた円形。表面は平滑であるが内部に気泡

が多く見られる。やや透明感がある。

※色名は 財団法人日本色彩研究所「改訂版 色名小事典」1988に よる。

2号住居l■ (第 7・ 8図 :PL5。 9)

位置 調査区東側F-3・ 4グリットに位置する。

規模。形状 長径3.79m、 短径3.44mの縦長の方形を呈する。壁は全体にやや外傾 して立ち上がるが、
南壁はほぼ垂直に、東壁は一部オーバーハングしていた。深さは最深部で50釦 を測る。壁溝はカマ ド

両側と西側の中央部を除き、ほぼ全周する。幅は 7～ 32clll、 深さは6clllを測る。西側南寄 りと南から

東側にかけての壁溝内で、円形・精円形を呈する径 7～ 30clnの小ピットが10ケ所検出された。深さは

3～ 13cmと 浅いものであった。

主軸方向 N-15° ―E(入 り田部を南側と想定して)

床 北側約半面と、南側の中央部にかけて硬化面が広がっていた。床面はほぼ平坦である。
ピット 2ケ所検出された。ピットは住居址のほぼ中心軸の南北に配置される。平面形はともに楕円

形を呈し、長径23～ 25cll、 深さ12～ 23軸 を浪よる。

カマ ド 北東隅を大きく掘り込んで構築される。全長1.98m、 袖部幅は1.02mを測 り、両袖部は被熱
により赤化していた。右側袖部は若千崩れている。燃焼部は楕円形を呈し、長径87cIIl、 床面から 8 cm

ほど掘 り込まれている。煙道部にかけては急激に先細 り状を呈している。煙道部は燃焼部からゆるや

かに外傾し、一度平坦面を有して短く階段状に立ち上がっている。覆土は6層に分層され、 2～ 4層

は焼土 。炭化物が多量に混入していた。全体に砂質土が含まれている。遣物は燃焼部奥の覆土中位か

ら下位にかけて破片が出上していた。燃焼郡手前より出土する土器と接合するものもある。カマ ド廃

絶後に廃葉されたものであろう。

覆± 12層に分層された。壁際に崩落土が堆積していた。

-11-
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2号住 居批
1 褐色  径 1～ 2 cHl大のコームプロック、径 5 mm大 の炭化物、

焼土粒

2 褐色  径 1～ 2 clll大のコームブロック、ローム粒、炭化粒
焼土粒は極わずか

3 褐色  ローム粒多量、 1 2層 よリローム質土が多い。黄色
味が増す

4 褐色  ローム粒なし
5 褐色  1層 に類似
6 褐色  2 3層 より黒色味が増す
7 褐色
8 褐色  径 2～ 5 clll大のロームブロック
9 褐色  ローム質土多量、黄色味が増す。壁崩落土
10 暗褐色 黒色土がやや多量
11 黄褐色 ソフ トローム質土
12 褐色   2層 に類似。しまり強

2号住 居批 カマ ド

1 75YR 4/4 褐色 焼土粒・ローム粒微量、砂質土
2 7 5YR 4/6 褐色 焼土ブロック 焼土粒 炭化物多量、

砂質土

3 7.5YR 4/6 褐色 焼土ブロック 焼土粒 炭化物多畳、
砂質土

4 5YR 3/6  暗赤褐色 焼土プロック 焼土粒  炭化物
灰多量、砂質土

5 75YR 4/6 褐色 焼土粒微量、砂質土
6 -い

い
一
Ｃ

b175

第 7図  2号住居llL
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0             10cm

2号住居址出土遺物

粥

ヽフ

＼´配

2号住居址出土遺物観察表

図版

No

形

種

器

器

法 量

(cm・ 富 )

残 存
出土状況

焼成 胎  土 色調 器形・技法の特徴 備  考

第 8図

1

須恵器

不

Ａ

Ｇ

38〕

38)

1/5

覆土

普通 長石多量、

雲母中量

灰 体部外反。底部側縁に手持ちヘラ削り。

2
須恵器

高台付盤

〔164〕

38

〔90〕

10

Ａ

Ｃ‥

Ｄ

Ｅ

1/4

覆上下位

良好 礫・白色

針状物質・

黒色粒

灰オリー

ブ

杯部は中位で段を有し、口縁部は外反する。口唇部

は丸みを帝びやや膨らむ。高台端部は内削ぎ状。付

け高台。内面平滑。

木葉下窯

跡群産と

考えられ

る。

3 須恵器

郭 ド

片

マ

土

破

力

覆

音通 雲母多量 |こ

'ミ

ヤヽ

黄橙

内面にタール状付着物が見られ、燈明用不片と思わ

れる。

4 土師器

鉢

〔210〕

(83)

Ａ

Ｃ‥
ドИ
療
乳

良好 長石・石

英多量

明黄褐 口唇部は短くつまみ上げられ、立ち上がる。体部ナ

デ、下半ヘラ削り。内面ナデ、指頭痕が見られた。

5 須恵器

箋又は鉢

CI(48) 片
直

破

床

普通 長石・雲

母多量

責褐 体部斜め方向のタタキロ、下半ヘラ削り。内外面の

荒れ著しい。

6と 同一

6 須恵器

甕又は鉢

Ci(170) 閉
融

普通 雲母多量、

長石中量

灰 体部斜め方向のタタキロ、下半ヘラ削り。内面ナデ、

指頭痕見られる。内外面とも荒れ著しい。
5と 同一

7 土師器

lTN

破片

覆土

普通 石英微量、

雲母多量

とこぶい

褐

内面ヘラミガキ。内面黒色処理、漆の様な付着物が

点在。

8 土師器

杯

片

土

破

覆

良好 石英微量 にぶい

橙

口唇部内面にタール状の付着物が見られる。外面削

り後ナデω

-13-



遺物 床面直上より出上している。いずれも破片で出上した。 1は須恵器イ、 2は須恵器高台付盤で
ある。 2の須恵器高台付盤は胎土に白色針状物質や九い小礫の混入が見られ、新治窯跡群産製品の特

徴の一つである雲母や石英・長石などの鉱物は含まれず、木葉下窯跡群産須恵器と考えられる。 4は

土師器鉢で、口縁部の作 りは同時期の甕の口縁部と類似する。 5・ 6は須恵器甕または鉢と考えられ

る。 3。 8の郭の口縁部内面には、タール状の付着物が残 り、その状況から燈芯を添えた痕跡と読み

取れる。 7の内面黒色処理された土師器杯の内面には漆状の付着物が点在する。

所見 本住居llLのカマドの位置は特徴的といえる。床面の硬化面の状況から、入り田部は南側と想定
される。遺物は破損状況から住居廃絶期と間をおかず廃棄されたと思われ、時期は平安時代9世紀前

葉から中葉に相当しよう。

3号住居址 (第 9・ 10図 :PL5。 6・ 9)

位置 調査区北端DoE-2グ リットに位置する。
規模・形状 長径&42m、 短径3.2mの横長隅九方形を呈する。壁はやや外傾して立ち上がり、深さは
最深部で55cmを波1る 。壁溝は南西・南束の各コーナーに巡っており、幅は 8～ 14cIIl、 深さは 4 clnであ

る。

主軸方向 N-13° 一W

床 ほぼ平坦である。カマドの焚き口部手前に硬化面力S、 また床面東側の南北方向に帯状に白色粘土
が広がっていた。

ビット 6ケ 所検出された。平面形は円形を呈 し、径11～ 25clllを測る。深さはいずれも浅 く8～ 14cm

であった。

カマ ド 北壁ほぼ中央に構築され、全長1.26m、 袖部幅1.Omを 測る。袖部は高さ・厚み共に充分で大
型である。上面には白色粘土が一部残存していた。燃焼部はひさご形を呈し、床面から3cmほ ど掘 り

込まれている。煙道部は燃焼部からゆるやかに、そして一度段を有した後、ほぼ垂直に立ちあがって

いる。天丼部が一部残存していた。覆土は9層 に分層された。遺物は燃焼部下位より出土している。

覆± 9層 に分層された。

遺物 覆土上位から下位にわたり出土している。いずれも廃棄遺物である。 1は須恵器杯で、 2は須
恵器蓋である。この蓋には焼成時の歪みが見られるが、焼成は良好なものである。 3は土師器杯で口

唇部内面にタール状の付着物が点在して残る。 4は手捏ね土器の底部と考えられる。

所見 カマ ドの配置から南側が入り口部と想定される。遺物は出土位置と破損状況から住居廃絶期と
間をおかず廃棄されたと思われ、時期は平安時代9世紀前葉から中葉に相当しよう。

3号住居址出土遺物観察表

晰
血

形

種

器

器

法 量

(cm・ 口 )

存

触

残

雌
焼成 胎  土 色調 器形・技法の特徴 備 考

第10図

1

須恵器

郭

Ａｉ

Ｃ‥

〔138〕

(38)
И
雅

普通 長 石・石

英多量、

雲母中量

黒褐 内外面は燻した様に黒い。底部から外反する。底部

側縁に手持ちヘラ削り。底面回転ヘラ切り。

2 須恵器

蓋

A:〔 170〕

C:(20)
1/3

カマ ド

覆土

良好 長石中量 豚謝リー

ブ

端部は鋭角的に折れ曲がる。外面回転ヘラ削り。焼

成時のゆがみあり。内面に焼成時の灰付着。

-14-
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第 9図  3号住居址

0               2m

3号住居址
7 5YR 3/3 暗褐色 ローム粒微量
7.5YR 4/4 掲色 径 2 mm大 のローム粒
7 5YR 4/4 褐色 ローム粒多量、炭化粒微量
7.5YR 4/3 掲色 黒色土粒多量
7 5YR 4/6 褐色 ローム粒多畳、壁崩落土
7.5YR 4/6 掲色 木の根が多 く混入、攪乱か
7 5YR 4れ 褐色 焼土
7 5YR 4/6 褐色 焼土粒微量
7 5YR 4/4 褐色 焼土ブロック 焼土粒、 3層 と類似

3号住居址カマド

ウ |:¥詈 I究  悪g色焼呈途粋授花薙蔵査
しヽ本井の一部

3 10YR 5潟  黄褐色 焼土粒微量
4 10YR 4/6 褐色 焼土粒が下位に多い
5 10YR 6/8 明費褐色 焼土粒が下位に多い。自色粘土、

カマ ド構築土
6 10YR 4/4 褐色 径 2～ 3 mm大 の焼止粒少量、白色粘

土微量

: 1解畳4究  輻Ξ ttЁ患皇歳響大
の焼土粒中量

9 10YR 6/8 明黄褐色 自色粘土微畳

01
∞

卜
す
０

∞

卜
一
〇

A173

B173

④

。
|

，
卜
↑
∞

b171 b′

休
Ｋ
生
ド
Ｒ

坤  。� ◎

―-15-―
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Cm

第10図  3号住居l■出土遺物

助
配

形

種

器

器

法 量
(cm・ g)

存

期

残

側
焼成 胎  土 色調 器形・技法の特徴 備 考

3 須恵器

邦

片

土

破

覆

普通 石 英・長

石中量、

雲母多量

|こ )式 ヤヽ

赤掲

口唇部内面にタール状の付着物が見られる。色調は

土師器同様であるが、作りは須恵器。底部側縁ヘラ

肖」り。

手捏ね

土器

破片

覆土

普通 雲母中量 明黄褐 端部は細くつまみ出される。上面には指頭痕が見ら

れる。

4号住居l■ (第11～ 14図 :PL6・ 10～ 12・ 16)

位置 調査区西側 A・ B-4・ 5グ リットに位置する。東側半分程5号住居址と重複しており、覆上の

観察から本址が新しいと判明している。

規模・形状 長径3.75m、 短径3.71mの ほぼ正方形を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深さは最深

部で25clnを 測る。壁溝は北西隅の一部に巡つており、幅は11～ 14clnである。

主軸方向 N-3° ―E

床 ほぼ平坦である。床面東側は壁に向かい若干低くなっている箇所がある。ピットの内狽Iか らカマ

ドにかけて硬化面が広がっている。

ビット 7ケ 所検出された。カマ ド西側の楕円形ピットは配置と規模から貯蔵穴と思われる。長径86

cln、 深さ24cmを測り、断面形はバケツ状を呈する。Pl～ P6は、住居址中央に整然と配置しており

柱穴と考えられるが、Pl～ P4と P5。 P6は平面形や深さにおいて違いが見られる。Pl～ P4

の深さは15cllを越え、P5,P6は 6cm前後である。平面形は前者より後者が大きく、楕円形を呈する。
カマ ド 北壁ほぼ中央部を掘り込んで構築され、全長と.15m、 袖部幅84硼 を測る。燃焼部は楕円形を

呈し、長径74cul、 床面から10cln程掘 り込まれていた。煙道部は燃焼部からゆるやかに外傾して立ち上

がる。覆土は10層 に分層され、 7層は天丼崩落土と思われる。遺物は煙道部から燃焼部にかけての覆

土上位から下位で出土しており、廃棄遺物と思われる。

覆± 9層に分層された。貯蔵穴内から炭化物・焼土粒が出土している。

遺物 貯蔵穴覆土内や住居址覆土中位から下位にわたり出土している。いずれも廃棄遣物であろう。

須恵器の出土は少なく、土師器と少数の灰釉陶器片が出上している。 1～ 9は土師器郭で、4・ 6・ 7～

9は内面黒色処理されたものである。 4・ 6の口唇部にはタール状の付着物が見られる。 9の底部近

くには、墨書が見られるが判読できない。11～ 13は土師器高台付郭で、11・ 13が内面黒色処理されて

いる。11の底面には外側からの力により穿孔され、意図的なものと思われる。14・ 15は高台付皿であ

-16-
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第 11図  4号住居l■

4号住居址
1 7 5YR 4/3
2 7 5YR 4/4

3 7 5YR 4/4
4 7 5YR 4/4
5 7 5YR 4/4

6 -
7 7 5YR 3/3

8 7.5YR 4/6
9 7.5YR 4ッ /6

4号住居址カマ ド
1 7 5YR 4/6
2 7 5YR 4/6
3 7 5YR 3/3

4 7 5YR 4/6
5 7 5YR 4/4

6 5YR 3/4

7 5YR 3/6

8 -
9 7 5YR 4/3
10 75YR 4/4

ローム粒 焼土粒 黒色土粒
ローム粒 黒色土粒中量、焼土
ブロック微量

2層に類似
黒色土粒多量、 2層に類似

径 5 1nm大の炭化物中量、焼土粒

ローム粒  ロームブロック

暗褐色 径 1～ 10mm大 の炭化物多量、
径 1～ 5 mm大 の焼土粒

褐色

褐色 ローム粒多量、炭化物 焼土粒
微量

褐色 住居址覆土
褐色 焼土ブロック 砂質粘土
暗褐色 焼土粒 炭化物多量、焼土ブ

ロック微量

褐色  2層 に類似
褐色 径 l cll大の焼土ブロック 災化
物多量、カマ ド炉床部

暗赤褐色 焼土粒多量、砂質、カマ ド
炉床部

暗赤褐色 焼土粒 `焼土プロック多量、
天丼崩落土か

褐色 焼土粒  ロームプロック少量
褐色 焼土粒  ロームプロック少量

一ド
苧
く

玉ヤ
い
|

〇

』
ｒ
Ｏ

D170

b169

色

色
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写5詭 ら°

(こ)               9

①

0               2m

第12図  4号住居l■遺物出土状況

り、いずれも内面黒色処理されている。14の底面には2文字の墨書がなされるが、判読できない。16

は灰釉陶器の長頚瓶と考えられる高台が付いた底部である。17～ 19はいずれも小型の上師器甕である。

20,21は土師器郭と考えられる口唇部に、タール状の付着物が見られる破片である。22は須恵器鉄鉢

形土器の胴部片と考えられる。23は外面同心円叩き目の鉢底部付近の破片を転用した砥石であり、割

れ面に磨られた痕跡が残る。24は砥石である。25。 26は不明鉄製品である。

所見 カマドの配置から入り口部は南側と想定ざれる。住居址内で確認された柱穴は形態的に2種類
に区別され、Pl～ P4は方形に配置され主柱穴と考えられる。またP5。 P6は特徴的な配置と深
さが浅い点から補助柱穴的機能を持つものと考えられる。遺物は出上位置と破損状況から住居廃絶期

と間をおかず廃棄されたと思われ、時期は平安時代9世紀後葉に相当しよう。

〇

卜
す
０

4号住居址出土遺物観察表

阻
配

形

種

器

器

法 量

(cm,質 )

残 存
出土状況

焼成 胎  土 色調 器形・技法の特徴 備 考

第13図

1

土師器

然

A:(121〕

B:〔 51〕
C:  32

1/2

覆上下位

普通 雲母多量、

石英中量

明責褐 底部から外傾。回転ナデ。底面は回転ヘラ切り後、

その上をナデ。底部側縁はやや張り出す。底部は若

干上底状。底面,内面に煤付着。
2 土師器

郭

〔156〕

64
42

大

＆

Ｃｉ

1/4
カマ ド

覆土

普通 長石・石英

中量、雲母

多量

橙 体部外反。回転ナデ。体部下端手持ちヘラ削り。底

面一方向のヘラ削り(直線的)。 若干上底状。

3 土師器

杯

A:〔 142〕

B:〔 70〕

C:  38

1/2

カマ ド

覆土

良好 長石・石

英微量

責橙 口唇部外反。体部外傾、回転ナデ。体部に輪積痕あ

り。体部下端回転ヘラ削り。底面回転ヘラ削り(同心

円】大)。

口唇部に

砂質粘土

付著^

4
土師器

郭

A:〔 112〕

B: 〔60〕
C:  40

弊
融

良好 長石・石

英多量

明責褐 体部内湾、国唇部外反。回転ナデ。体部下端手持ち
ヘラ削り、ナデとの境に稜を残す。底面一方向のヘ

ラ削り(直線的)。 口唇部内外面にタール状付着物あ

り。内面黒色処理。
5 土師器

邦

A:〔 134〕

B:  56

C:  40

卵
朧

普通 雲母微量 橙 体部外傾、日唇部外反。回転ナデ。体部下端はヘラ

削り後ナデ。底面は回転ヘラ削り。

6 土師器

郭

A〔 124〕
C,(31)

1/5

覆土下位

普通 長石・石

英微量

にぶし

褐

体部外傾。回転ナデ。口唇部内外面にタール状付着

物あり。内面黒色処理。
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脱
血

形

種

器

器
法 量

(cm・ g) 薪蜘
焼成 胎  土 色調 器形・技法の特徴 備 考

7 土師器

郭

A:〔 14_4〕

B:〔 68〕
C:  49

頻
盈

普通 白色粒多

量

橙 体部外傾。回転ナデ。底部直上ヘラ削り。内面積方

向の丁寧なヘラミガキ。底面一方向のヘラ削り (直
線的)。 内面黒色処理。

8 土師器

郭

A:  14_2

B:  60
C:  39

郭
駆

普通 長石中量、

雲母多量

に
'ド

い

責橙

体部内湾、回転ナデ。体部下端手持ちヘラ削り。口

唇部内面若干すれ。内面ヘラミガキが著しい。底面
一方向のヘラ削り(直線的)。 内面黒色処理。

9
土師器

郭

Ａ

■

Ｃ‥

〔138〕

〔64〕
41

蠣
盈

普通 石英・雲

母多量

にぶい

黄橙

体部内湾、口唇部外反。回転ナデ、内面ヘラミガキ。
体部下端回転ヘラ削り。底面回転ヘラ削り(同心円状)。
内面黒色処理。

墨書は判

読不明。

土師器

杯

脱
陣
潔

Ａ

■

Ｇ

閉
盈

普通 石英中量 に
'ド

Vヽ

黄橙

口唇部先細り、稜を有し、刷毛状工具によるナデ。
全体は手捏ね成形か。外面ナデ、内面ヘラナデ。底

面に目の細かい圧痕あり。

内面に黒

色の付着

物点在。

11 土師器

高台付杯

２
．
８

８
．
８

・
・
２

０

Ｄ

巴

聰
盈

普通 白色粒多

量、雲母

中量

橙 体部湾曲。回転ナデ。高台は「ハ」の字状、付け高

台。底面は回転ヘラ削りか。底面に焼成後の穿孔 1

孔、外側より。内面黒色処理。

土師器

高台付杯

〔162〕
3.9

Ａ

Ｃ‥
蜂
盈

良好 石英・雲

母・赤色

粒微量

にぶ Vヽ

橙

体部外傾、国縁部外反。回転ナデ、体部下端は回転
ヘラ削り。内面ヘラミガキ後ナデ。本来は内面黒色

処理か。

内面被熟。

鞘嗣
Ｇ

Ｄ

Ｅ‥

(21)
75
12

底部のみ

床面近く

良好 自色粒中

量 、赤色

粒微量

橙 内面ヘラミガキが著しい。内面黒色処理。高台は

「ハ」の字状、付け高台。高台接地面に沈線がめぐり、
1本棒の圧痕あり。杯部底面は回転ヘラ削り。

14 土師器

高台付皿

Ａ

Ｏ

Ｄ‥

Ｅ‥

〔138〕

38

(8.0)

14

下閉盈
位

良好 自色粒中

量

黄橙 体部は直線的に開く。高台は「ハ」の字状。回転ナ

デ、内面ヘラミガキが著しい。内面黒色処理。杯部
底面は回転ヘラ削りされ、同所に墨書二文字か。

墨書は判

読不明。

土師器

高台付皿

Ａ

Ｃ‥

Ｄ

巳

130

31
7_8

11

3//′ 4

貯蔵穴

覆土

良好 長石・雲

母中量

1こうドし

橙

体部は直線的に開く。高台は「ハ」の字状、回転ナ

デ。内面黒色処理。杯部底面は回転ヘラ削りされる。

高台接地面に沈線がめぐる。杯部と高台部の境には

粘土を貼り付けている。

外面煤付

着。

鵬
鰤

く・
・５帥
∝

Ｃ‥

Ｄ‥
Ｄ

片

上

破

覆

良好 黒色粒少 灰白 回転ナデ。付け高台。高台部外面にオリーブ灰色の

釉が見られる。内面に釉が点在する。底面回転糸切

り後ナデ。

土師器

小型甕

Ｂ

Ｃ

片

土

破

覆
良好 石 英・雲

母 中量 、

赤色粒

灰褐 底部直上横方向のヘラ削り。底面にオ直物質茎の痕跡。
内面ナデ。

土師器

小型甕

A:〔 138〕

B:〔 64〕
C:  41

1/4
カマ ド

覆土

良好 長石・石

英中量

黄褐 薄手。口唇部は外反、口縁部に稜を有する。体部上

半に最大径を持ち、外面縦方向の刷毛目状の痕跡あ

り。体部下半ヘラ削り。内面頚部下刷毛目、下半ヘ

ラナデ。全体に被熱している。

底面に木

葉痕。

土師器

奏

A:〔 134〕

C:(141〕 穴跡賊
盈

良好 長石・雲母

中量、石英

多量

明責褐 口唇部短く立ち上がり、頚部強く屈曲。口縁部ナデ。

体部は緩く膨らむ。体部全体をヘラ削りした後、下

半部をヘラミガキ。内面ヘラナデ。

土師器
杯

片

土

破

覆
普通 石英 。長

石微量

|こぶい

橙

口唇部の内外面にタール状の付着物あり。 6と 同一

個体。

須恵器

杯

片

土

破

覆
良好 長石・雲母

中量

褐灰 口唇部の内外面にタール状の付着物あり。

須恵器

鉄鉢形土器

片

土

破

覆
普通 雲母多量、

石英微量

里 鉄鉢形土器の体部破片と思われ、器面に横方向の刷
毛目状痕跡、内面も同様。

鶴軸
長: 102

幅: 86
目目: 1374

片

土

破

覆
良好 長石多量 ぶ

橙
に
黄

断面と表面の一部を砥面とする。表面の砥面以外に

同心円状のタタキロ残る。外面と断面の窪みなどに

は、錆が付着、鉄製品を研いだ痕跡と考えられる。

石製品

砥石

Sミ :  206

幅: 118

厚: 71
目三: 2200

覆上下位

石材:雲母

片岩

砥面 3面。片側は皿状に凹んでいる。

―-20-



MM0
Ⅷ 71

予

第14図  4号住居l■出土遺物-2

5号住居l■ (第15～ 17図 :PL7。 12・ 13)

位置 B～ D-3～ 5グ リットに位置する。西側で 4号住居址と重複しており、覆土の観察から本址

が古いと判明した。また、北東隅の壁は撹乱により壊されていた。

規模・形状 長径7.75m、 短径7.65mの ほぼ正方形を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、深さは最深

部で50cmを測る。壁溝はカマ ド西側と南東側から東狽1にかけて巡っていた。幅は 5～ 15cll、 深さ 7 cm

である。

主軸方向 N-1° 一E

床 ほぼ平坦である。

ピット 6ケ 所検出された。配置と深さから、方形に配置されたPl～ P4を主柱穴と考えた。平面

形は円形・楕円形を呈し、径23～ 56cm、 深さは38～ 68clnを測る。カマ ドの対極に位置するP5は入 り

口部ピットと思われる。P6は不明ピットである。

カマ ド 北壁ほぼ中央に構築され、全長1.31m、 袖部幅88cmを 測る。袖部内側は被熱により著 しく赤

阻
陥

形

種

器

器
法 量
(cm・ g) 薪蜘

焼成 胎  土 色調 器形・技法の特徴 備 考

鉄製品 長: 52
幅: 40
厚: 20
重:  76

覆土

薄い板状でやや湾曲する。

鉄製品 長: 116

幅: 40
厚: 60
重: 131

覆土

角棒状で一部由がる。断面は長方形。
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CI

b′

0             1m

極暗赤褐色 径 2 cn大 の焼土ブロック
焼土粒多量、炭化物 ロー
ム粒

暗赤褐色 径 2 cm大 の焼土プロック 焼
土粒、黒色土粒 ローム粒

掲色 焼土粒 黒色土粒
暗赤褐色 焼土ブロック 焼土粒多量
暗赤褐色 焼土粒 黒色土粒
掲色  3層 と類似
褐色 焼土粒 焼土ブロック 砂粒多量
暗赤褐色 焼土ブロック 焼土粒多量

〇
卜
一
∞

5号住居l■カマド
1 5YR 3//2

5YR 3//3

7 5YR 4/6
5YR 3/6
5YR 3//4
7 5YR 4/6
7 5YR 4//6
5YR 3/6
カマド構築土

b170

２

　

３

４

５

６

７

８

９

１０

第 15図  5号住居l■カマ ド

化していた。燃焼部は楕円形を呈し床面から12硼掘り込まれている。煙道部はやや直立気味に外反し

て立ち上がっている。天丼部の一部が残存していた。覆土は10層 に分層された。カマ ド内から7・ 8の

上製品が出土した。

覆± 22層 に分層された。住居址北東隅は撹乱により大きく壊されている。

遺物 覆土下位より出土しており、いずれも廃棄遺物である。 1～ 5は土師器杯であり、小振 りで内
面に放射状のミガキが施されている。3・ 5以外はいずれも全体が黒色処理されている。 6は カマ ドの

上製支脚破片である。7・ 8は土製品で、 7は耳環の形態を模倣したものと考えられ、 8は切子玉など

の玉類を模倣したものと考えられる。いずれもカマド火床部から出土した。 9は上端部が穿了しされた

砥石である。10は砥石破片である。11は自然界で鉄分が集中してできた中空の褐鉄鉱であろう。

所見 カマ ドの配置から入り口部は南側と想定される。遺構内出土遺物は出上位置と破損状況から住
居廃絶期と間をおかず廃棄されたと思われる。この中で、カマ ド内から出土した 7・ 8の土製品の出

土状況は特徴的といえる。本住居址の時期は出土遺物から古墳時代後期6世紀後半に相当しよう。

5号住居址出土遺物観察表

剛
血

形

種

器

器

法 量
(cm・ 質 ) 薪
蜘

焼成 胎  土 色調 器形・技法の特徴 備  考

第17図

1

土師器

杯

A:〔 138〕

Ci(55)
明
雛

音通 雲母中量、

赤色粒

黒褐 口縁部直立、稜を有し体部は丸みを帝び、丸底。国

縁部内外面横ナデ、体部ヘラ削り後ナデ、内面幅広

の放射状ミガキ。内外面黒色処理。
土師器

杯

Ａ

Ｃ‥

〔126〕

(35)
頻
盈

普通 雲母中量、

赤色粒

黒褐 口縁部直立、稜を有し体部は直線的、浅い丸底。口

縁部内外面は横ナデ、体部はヘラ削り後ナデ。内面

幅広の放射状ミガキ。内外面黒色処理。
土師器

不

Ａ

Ｇ

〔138〕

(46)
掬
盈

普通 雲母中量、

赤色粒

橙で部

分的に

黒褐

口縁部内傾気味に直立、稜を有し、体部は九みを帯

びる。丸底。口縁部内外面は横ナデ。体部はヘラ削

り後ナデ。内面細い放射状ミガキ。
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米
Ｋ
笙
レ
代

B

01
GI H」

|

∞

卜
一
ａ

∞

卜
一
Ш 0              2m

A17.3

B173

C173

5鶏 班

‐０
■
‐２
‐８
‐４
‐５
略
・７
Ｅ
０
２０
２‐
２２

7.5YR 4/4 褐色 1-5 anAの ロームプロック多量
7.う YR 4/4褐色 ユ層に類似、黒色土微量
7.5YR 4/4務色 1層 に類】、ローム粒多量
715VR 74 褐色 ローム戒中量
7.5YR 4/4 褐色 ローム粒中景
7.5YR 4/4 褐色 ローム粒少最
75YR 4/4 褐色 ローム粒微量
7.5YR 4/4 褐色 黒色土多畳
7 SYR 4/4 褐色 ローム 黒色土中豊
7.5YR 3/3 暗褐色 黒色土多量
7.5YR 4/4 褐色 1層に類似

7.5YR 4/31
7.5YR 4/3

10YR 4/4
10YR 4/4
■5YR 4/3
7.5YR 3/4
7.5YR 4/4

C′
褐色農花楊F攪を恩繊豊「き聖芸愚夢警れ

ている
褐色 径 2 cm。 大のロームプロック、径 l mm大のローム粒、魔化物 班土粒微畳
褐色 焼土粒ローム粒多量
褐色 焼土級・ロームブロック徴量、ローム粒多量
禍色 炭化物・え化粒徴量、ロー払粒多量
暗得0 ローム・黒色土粒多量
褐色 ローム粒多量

第16図  5号住居l■
―- 23 24 -―
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第17図 5号住居址出土遺物
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鯵
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助
ｈ

形

種

器

器

法 量

(cm g)

残 存
出土状況

焼成 胎  土 色調 器形・技法の特徴 備 考

4 土師器

杯

A:〔 126〕

Ci(46)
頻
乳

普通 長石微量、

赤色粒

黒褐 口縁部内傾、稜を有し、体部は直線的。九底。口縁

部内外面は横ナデ、体部はヘラ削り後ナデ。内面に

は放射状のミガキ。外面黒色処理。
5 土師器

lTh

A:〔 124〕

CI(50)
蜘
雖

普通 長石少量、

赤色粒多

量

にぶい

橙

口縁部外傾気味に直立。稜は九みを帝び、浅い体部
へ続く。九底。口縁部横ナデ、体部ヘラ削り後ナデ。

内面に放射状のミガキあり。
土製品

支脚

長:(77)

幅:(38)

厚:(36)

重:(1097)

頻
証

良好 長石中量、

赤色粒

黄褐 円柱状で、上端は平坦面を持つ。手握ね、全面に指

頭痕が残る。表面にカマド構築材が付着。

7 環状

土製品

長: 26
幅: 27
厚: 06
重:  25

完形

カマ ド

覆土

良好 長石・雲母

少量

橙 細い棒状の粘土紐の両端を接合したもので、接合部

はナデ消しておらず、明瞭に残る。雑なつくりであ

る。金属製耳環を模して作られたものか。

管状

土製品

長:  13

幅: 10
厚: 10
重1  08

完形

カマ ド

覆土

普通 長石・雲母

少量

橙 細長い紡錘状の中心を孔が貫通する。切子工又は棗

王を模して作られたものか。雑なつくりである。

9

軸
肺

長: 85
幅: 46
厚: 20
重:1230

を死ぼ

　

直

ほ

形

床

石材:凝灰

岩

灰責 上端部 1ケ所に穿孔、両側より穿孔されている。砥

面5面、下端部に刃傷あり。形状は長方形で若干ねじ

れている。

石製品

砥石

長: 34
幅: 23
厚: 21
重: 109

片

土

破

覆

石材 :疑灰

岩

灰黄 砥面 3面、上面は稜を有する。 被熱によ

る赤化。

中空

褐鉄鉱

長

幅

厚

重

66
72

42

109

入 り口

ピッ ト

覆土

形状は糖円形で、内部は中空。自然界での鉄分集中

によるもの。内面は平滑で、外面には砂が付着し固

まっている。

6号住居l■ (第 18図 :PL4・ 13)

位置 E・ F-5グ リットに位置している。大部分は1号住居址と重複しており、覆上の観察から本址
が古いと判断した。

規模・形状 1号住居址との重複、撹乱により北壁から北東コーナーの壁が壊されている。そして床面

の一部だけが検出された。 1辺およそ 3mの小型で方形を呈するものと思われる。残存する壁は外傾

して立ち上がる。床面の最深部は46cmを測るが、 1号住居址よりは浅い。

主軸方向 ほぼ南北または東西方向か。

床 ほぼ平坦であり硬化面は確認されない。大半は1号住居址とともに掘 り下げられ、詳細は不明で

ある。

ビット 検出されていない。

覆± 2層に分層される。明確に 1号住居址とは区別される覆上であった。

遺物 残存する覆土中からの出土遺物は明確でない。 1の出上位置は 1号住居址の北壁直下から出土
したが、この状況は 6号住居址から 1号住居址への混入と考え、本住居址出土遺物として扱った。完

形で端部が非常にシャープな作 りとなっており、体部側面にはヘラ記号が残る。陶邑古窯跡群で生産

されたものと考えられる。 2も 1号住居址出上のものであるが 1同様の扱いである。土師器杯の口縁

部片であり、先細りしながら内湾する。

所見 1号住居址による重複により全貌は不明であるが、小型で方形を呈する住居址と考えられる。
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6号住居妊

1 褐色 粒子細かい、均一、
しまり,粘性あり

2 掲色 ローム粒 プロック多量、
しまり 粘性あり

0               2m
|

2

0                  10cm

―

|―

第18図  6号住居址・出土遺物

1の須恵器杯の時期は陶邑編年のTK-23(註 1)段階のものと考えられ、およそ5世紀後葉と考えられ

る。この他、 2についても5世紀後半の範疇の遺物と考えられる。出土遺物から本住居址は、 5世紀

後半のものと位置付けたい。

(註1)年代観については川西宏幸氏や酒井清治氏にご教示頂いた。また、この須恵器については陶邑産須恵器として良いので

はないかとのご教示を、同林耕作氏、米川仁一氏などからも得ることができた。

6号住居址出土物観察表

醜
珀

形

種

器

器

法 量
(cm・ 質 ) 嚇
蜘

焼成 胎 土 色調 器形・技法の特徴 備 考

第18図

1

須恵器

杯

A: 105
Ci  44 耕
囃
雄

良好 大粒の長

石中量

青味が

かるス

破面は

灰赤

口縁部横ナデ。口縁部の立ち上がり端面内傾する。

受け部の先端は鋭く平坦面を持ち、自然釉が部分的

に付着。同所には蓋の癒着痕跡あり。底部は回転ヘ

ラ削り(時計回り)さ れ、丸みを持つが、底面は平坦

となる。体部にヘラ記号ありω

陶器邑産

2 土師器

杯

A〔 136〕
C:(35)

破片

1号住覆土

良好 長石・石

英中量

橙 口縁部内湾。体部ヘラ削り後ヘラミガキ。内面はナ

フ
い
。
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第 2節 遺構外出土遺物 (第19,20図  P L13～ 15)

遺構確認以前および住居llL以外のグリッド範囲より天箱 1箱弱の遺物が出上した。時期は縄文時代

早期前半の沈線文系土器から平安時代に及ぶ。

1～ 31は縄文時代の上器片でいずれも深鉢形土器である。1・ 21よ早期前半沈線文系土器でともに半

裁竹管状工具による1本引きの沈線文で文様が描かれる。 1は上方が平行に巡り下半は菱形状の区画

文が描かれ、区画文内は垂下する短沈線文が充填される。 2は工具の異なる沈線文が横位に巡り、下

半は斜沈線文が描かれる。ともに胎土に長石を多量に混入していた。3・ 4は早期後半の条痕文系の上

器で、ともに表裏とも縦位条痕文力S施文される。胎土には繊維を混入している。 4は内面に炭化物が

付着していた。

5～ 16は前期前半の上器でいずれも胎土に繊維を混入していた。 5は波状縁、口唇部は平坦で内側

に削がれた様相を呈する。 0段多条RLか。 6～ 8は平縁、 6は 口唇部が九みを帝び、口縁部に狭い

無文帯を有する。下半は無節Rlである。 7は大きく外反し、日唇部が沈線文状に浅く凹んでいる。口

縁部直下より条の間隔の広い単節RLが施文されている。胎土には長石を多量に混入していた。また

外面には炭化物が付着する。 8は平坦な口唇部を有し、口唇部に平行に半裁竹管状工具による沈線文

が巡る。地文は 0段多条LR。 9は単節LRで、上方に結節が見られる。10は無節Lr、 11は附加条Lr

十Lr、 12は単節LR・ 複節RLRの二種類の縄文が施文されていた。13・ 14は アナグラ属系貝類による

波状文である。13は胎土に長石を多量に混入しており、外面には炭化物が付着していた。15はおそら

く波状縁でこれに沿って半裁竹管状工具による刺突が連続し、波頂部より刺突文が垂下する。16は半

我竹管状工具による肋骨文で交点に円形竹管文が配される。

17～ 28は前期後半の上器である。17は波状縁で、器面ヘラ削り調整後、半裁竹管状工具による平行

沈線と同施文具による波状文が見られる。18は平縁で、これに沿って刻みが施された低隆起帯が巡る。

低隆起帯の上下方は半裁竹管状工具による有節沈線文が見られ、下半は平行沈線文が描かれる。19は

平縁で、幅広の有節沈線文が横方向に多段化している。20は波状縁でこれに沿って有節平行沈線が巡

り、同平行沈線間には斜め刻みの施された低隆起帯が見られる。胎土には長石と石英が多量に混入し

ていた。21はアナグラ属系貝類腹縁による押圧を地文とし、半裁竹管状工具による曲線文が描かれ、

下半は爪形文が巡る。22は幅広の変形爪形文が横位に巡り、上方に平行沈線文が描かれる。23は半裁

竹管状工具によるコンパス文が施文され、下半にはアナグラ属系貝類腹縁による波状文が施文される。

24は斜刻文の施された低隆起帯の上下に櫛状工具による施文あり。25はハマグリ系貝類腹縁による波

状文である。26は半裁竹管状工具による弧線文。27は L撚糸文である。28は RL。 29は地文無文で刻

みのある細い浮線文が施文される。17～ 27は浮島式上器である。28・ 29は諸磯式系の上器である。

30は前期末葉から中期初頭と思われる土器である。無節Rlの結節縄文で胎土には石英と雲母を多量

に混入していた。

31は後期後半の上器である。平縁で、裏面は口唇部に沿って幅が広く浅い沈線文が巡る。口縁部に

は横位沈線文が巡り、口唇部とこの間を斜沈線文で充填している。胎土には砂粒を多量に混入してい

た。加曽利B2式である。

32・ 33は弥生時代後期と考えられるの上器破片である。附加条1種が施文されると。同一個体の破片

である。市内で一般的に見られる石英。長石が多量に混入するものとは趣を異にする。
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34～37は古墳時代から平安時代の遺物である。34は土師器郭で、偏平な形態で口唇部は立ち上がり、

内外面黒色処理される。35は土師器高杯の脚部であり、赤彩されている。36は土師器対の胴部破片で

ある。37は須恵器高台付杯である。38は須恵器郭である。39は須恵器捏ね鉢底部であり、底部の中央

に焼成前の穿子しが1了しなされている。内底面に円形の篠痕が見られる。40は須恵器高台付盤の高台部

を利用した転用硯である。国縁部を意図的に打ち欠いている。高台内面に墨痕が残る。41は灰釉陶器

の短頚董蓋つまみで、宝珠つまみとなる。42と 同一個体と考えられるがしっくり接合しなかったため

別々に実測した。42は器面の上面にオリーブ色の釉がかかり、端部は急激に折れ曲がる。43・ 44は土

製品であり、43は瑛状耳飾り、44は紡錘車である。

45～48は石器である。45は安山岩製の研磨器である。46は多孔質安山岩製の石皿破片である。47は

黒曜石製の使用痕の残る剥片である。48は砂岩製の円礫を利用した敲打器である。
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一括遺物観察表

醜
血

形

種

器

器

法 量
(cm・ 宣 )

残 存
出土状況

焼 成 胎  土 色調 器形 技法の時徴 備 考

第20図

34

土師器

杯

Ａ

Ｃ

〔128

34
帥
赳

良好 長石・石

英少量、

赤色粒

黒褐 扁平な丸底。口縁部は短く立ち上がる。口縁部内外

面積ナデ。体部ヘラ削り後ナデ。内面ヘラナデ後ナ

デ。内外面黒色処理。

土師器

高郭

Ｂ

Ｃ

〔110〕

(42)

脚部

3号住覆土

普通 砂粒多量、

赤色粒

橙 脚部破片。裾部は短く開く。上■部は縦方向のヘラ

削り、裾部は横方向のナデ。内面上半横方向ヘラ削

り。

外面赤彩

土師器

小型壷

C: (38) 1/4
3号住覆土

普通 長石・雲

母中量

褐 頚部から胴部の破片。短い立ち上がりを残す。体部

上半ヘラミガキ。下半ヘラ削り。内面上半ヘラナデ、

下半指頭痕が見られる。

外面煤付

着

須恵器

高台付郭

A:〔 172〕

Ci 71
D:〔 120〕

E: 13

1/3
1号住覆土

良好 長石・石

英・雲 母

中量

灰

灰オリー

ブ

体部下端から直に立ち上がり、やや外反する。稜は

明瞭。体部は回転ナデ。高台は「ハ」字状に開く。

付け高台。底面は回転ヘラ削り。

須恵器

杯

Ａ

Ｂ

Ｃ

〔138〕

〔76〕

36

X/5
t号住覆土

良好 長石・雲

母多量

灰 体部内湾、口唇部外反。回転ナデ。体部下端手持ち
ヘラ削り、底面一方向のヘラ削り。器高は低く底径

は大きい。

須恵器

捏ね鉢

Ｂ

Ｃ

105

(64)

底部

遺構外

普通 石英多畳、

長石・雲

母中量

灰 体部回転ナデ。底面からの立ち上がり部は、手持ち
ヘラ削り後ナデ。底面内側穿孔部の周辺は摩滅して

いる。底面中央に焼成前穿孔 1孔。孔径05c m。

須恵器

転用硯

C: 1/4
1号住覆土

普通 長石 石
英・雲母

微量

責灰 高台付盤の高台部を利用した転用硯。口縁部は欠損

し、やや磨れている。高台部内面は回転ヘラ削りが

なされ、墨痕が残る。

灰釉陶器

蓋

C:(16) つまみ部
[号住覆土

良好 黒色粒多

量

灰責 先端は九みを帝びる宝珠つまみ。上面の釉は風化し、

側面に緑色の釉が残る。接合部には同心円状の接合

痕が残る。

灰釉陶器

蓋

C: (1 1) 1/2
1号住覆土

良好 黒色粒多 オリー

ブ灰

短顎壼の蓋か。全体に扁平。端部は丸みを帯びて折

れ曲がる。表面のみ施釉。つまみ接合部には同心円

状接合痕が見られる。

螂
蜘

長

幅

厚

重

(39)

(16)

(24)

(44)

1/3
5号住覆土

普通 砂粒多 にメ武い

赤褐

下向きC状の形態で、断面形は崩れたコの字状をな
し、側面が凹む。孔の開く中央部の器厚が薄い。

土製品

土玉

長‥

幅‥

厚‥

重‥

確

(39)

(19)

(34)

237

(07)

1/2

遺構外

普通 白色粒多

量

にぶい

黄橙

断面いびつな楕円形。器面に指頭痕あり。

石器

磨石類

長

幅

厚

重

(29)

(19)

(22)

(138)

1/4

1号住覆土

石材:多孔

質安山岩

扁平。

器

皿

石

石

長:(94)
幅:(69)
厚:(48)
重:(2152)

破片

l号住覆土

石材:多孔

質安山岩

上面は皿状に四む。

石器

剥片

長: 21
幅: 11
厚: 04
重: 05

1号住覆土

石材:黒曜

石

微細な調整剥離が見られる。

石器

磨石類

長: 99
幅: 64
厚: 47
重:(388)

ほぼ完形

4号住覆土

石材:安山

岩

片側の端部は敲打により平坦となる。体部偵J縁に大

きく3つの蔽打痕が残る。一部に煤付着。

被熟
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第4章 考察 環状土製品について

Iは じめに

本遺跡の5号住居址では、カマド焚口火床部より環状土製品と管状土製品が 1点ずつ出上した。こ

れらの上製品については、その形態から或ものを模造した土製品と考えられる。一般的に土製の模造

品は、祭祀遺物として扱われることが多く、本資料に付いても同様な扱いが妥当と考えられる。

この場では、本遺跡出土環状土製品と同様な形態的特徴を持つものが出上した遺跡を取 り上げ、そ

の出土遺構や他の伴出土製品について触れてみたい。本遺跡出土例を含め同様な形態的特徴を持つも

のは、数は少ないが5遺跡で確認できた。

Ⅱ各地の類例

と 茨城県土浦市二又遺跡出土例 (第21図 1)

遺跡は、花室川から派生した谷津が刻み込んだ、標高 20mの舌状台地上に位置する。調査面積が

狭いため集落の様子は不明である。 1辺7.5mを越す大型の 5号住居址の、カマ ド焚口火床部より環

状土製品と管状土製品が1点ずつ出上した。それぞれ完形である。本住居址の時期は 6世紀後半と考

えられる。管状土製品については切子工又は棗玉を模したものか。

本資料は断面円形の粘土紐を環状に円め、その末端をつまんで接合させたものである。末端の接合

部は丁寧にナデられず、その痕跡が明瞭に残っている。最大径は外側で2.7cm、 内側で1.55cm、 重さ

2.5gである。

2 茨城県稲敷郡桜川村尾島貝塚出土例 (第21図 2)

遺跡は、霞ケ浦内唯―の島であった浮島の東端、標高 3～ 5m前後の砂洲上に存在する。この遺跡

は、尾島神社と近接 し、古くから滑石製模造品が多数採集され、祭祀遺跡として知られている。

1986年の県道の改良工事に伴い調査が行われ、竪穴住居址や掘立柱建物跡が確認された。そして土

製模造品・手捏ね土器などが集中して出土した祭祀遺構や、滑石製模造品製作工房も確認された。土

製品を中心とした祭祀遺構の時期は、6世紀後半を中心としたものと考えられる。

環状土製品は、H16hl-11区の祭祀跡及びH16i3-6区 の祭祀跡間のH16i2区から出土した。報告書内

では「土製環状模造品」の名称で1点のみの出土となっており、完形品である。形状は断面円形を呈す

る粘土紐を環状に円め、その末端を接合したものである。接合部には明瞭な接合痕が残る。最大径は

外側で2.8cm、 内側で1.2cmで ある。重さは5.Og。

調査エリア内からは、手捏ね土器や鏡形・鍬形等の上製模造品や石製模造品が多数出土しているが、

土製模造品の集中する場所から石製模造品の出土は少ないようである。

本遺跡は茨城県内を代表する祭祀遺跡といえる。そして、過去の研究ではこの祭祀遺跡の性格を、

単なる在地祭祀の痕跡とするのではなく「大和王権の公的祭祀場」と解釈する向きもある(註 1)。
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3 福島県いわき市夕日長者遺跡出土例 (第21図 3)

夕日長者遺跡は太平洋までせり出した丘陵上に位置し、海岸線からの距離はおよそ2kmを測る。

環状土製品(報告書では土製環とも表記される)が出上したのは第5号住居跡で、遺跡内で最も住居跡

数が増える古墳時代後期栗囲式期とされ、7世紀前半に比定 (註2)さ れている。

環状土製品は、第5号住居跡のカマ ド袖西側から土製の模造鏡や丸玉と一緒に出土した。住居跡内

から出土した祭祀関連遺物は、土製模造品として鏡 5点・環状土製品 1点・勾玉 5点・臼玉 2点が出土

し、滑石製模造品として双子し板 1点。単了し板 1点が出上している。

この環状土製品は断面円形の粘土紐を環状に円め、その末端を接合させたものである。その接合部

には明瞭に接合痕が残る。最大径は外径で3.9cm、 内径で2.lcm、 重さ11.28gである。

第5号住居跡の出土状況については、報告書内で「単なる室内祭祀とすることはできず、郷戸的単位

における共同祭祀」の想定がされている。

この環状土製品については後の研究で、土製の「耳環」と表現されている(註 3)。

4 千葉県千葉市上ノ台遺跡出土例 (第 21図 4～ 11)

澄跡は千葉市の北端に位置し、標高15～ 18mの東京湾に面した下総台地縁辺にある。発掘調査は区

画整理事業に伴い行われたもので、1973年から1976年 まで 3次にわたり実施された。調査エリア内か

らは、古墳時代の竪穴住居跡が332軒確認され、古墳時代後期を中心とするものである。

環状土製品が出上した遺構は、W-46住居址、 2A-53住居址である。これらの資料を報告書の凡

例では「環状土製品」と表記し、本文中では「土製耳環」 。「環状土製品」が用いられている。

W-46住居址では環状土製品が7点 (第 21図4～ 10)出土しており、いずれも完形である。住居址床よ

り1点、カマ ド南床より2点、カマド東床より3点、カマド西床より1点出上している。4は外径3.7cm。

内径1.8～ 1.7cm・ 厚み1.Ocm・ 重さ13.lg、 5は外径3.5～ 3.4cm・ 内径1.5～ 1.55cm・ 厚み0.9cm・ 重さ

12g、 6は外径3.7～ 3.45cm。 内径1.45～ 1.4cm。 厚み1.15cm。 重さ12.45g、 7は外径3.9～ 3,7cm。 内

径1.85～ 1.75cm・ 厚み1.Ocm・ 重さ14.2g、 8は外径3.8～ 3.7cm。 内径1.85～ 1.72・ 厚み1.02cm。 重さ1

2.25g、 9は外径5.0～ 4.9cm。 内径1.8cm・ 厚み1.lcm。 重さ16.9g、 10は外径3.55cm。 内径1.6cm・ 厚

み0。 95cm。 重さ12.55gである。いずれも完形である。いずれも接合部に明瞭に接合痕を残している。

この他、カマ ド南床より上製勾玉1点、カマ ド東床土製勾玉2点、カマ ド付近覆土より上製勾玉が1

点出土している。これらは、本住居址出土の上器からすれば6世紀後半頃のものと考えられる。

2A-53住居址内には、 2時期のカマ ドが作られ、貯蔵穴は 3時期のものが確認されている。先の

カマ ドは近接した時期のものと思われるが、貯蔵穴の 1つは全く別遺構のものの可能性が考えられて

おり、重複が激しいことがうかがえる。本住居JILから環状土製品が1点出上した。

11の環状土製品は、貯蔵穴から出土したがいずれの貯蔵穴から出土したかは不明。外径は4.1～ 3.9c

mで内径は2.0～ 1.65cmで 、厚さ1.2cm、 重さ14.9gで完形ある。「長さ約 12、 径 1.2の棒状粘土の両端

を接合し環状にした大型耳環。」とある。接合部に明瞭に粘土紐接合痕を残している。

この他、カマ ド1内灰層から滑石製剣形模造品2点、土製丸玉1点、土錘1点が出土している。同カ

マ ド床灰層から土製勾玉4点出土。また住居覆土からは土製勾玉2点が出上している。
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環状土製品の廃棄時期は出土した土器からすれば6世紀前半頃のものか (註 4)。

5 山口県美祢郡秋芳町国秀遺跡出土例(第21図 12)

遺跡は内陸部の嘉万盆地の北縁に位置し、瀬戸内海へと流れる厚東川と日峰川によって開析された

扇状地の扇端部に立地する。調査は1991年の国場整備事業に伴い行われた。その結果、県内最大規模

を有する集落遺跡であることが明らかにされた。時期的には6世紀から8世紀代を中心とした集落構

成となっている。特に6世紀から7世紀前半の竪穴住居址が一番多い。また、集落内でのスラグや銅

鉱石の出土から、7世紀後半以降に銅及び鉄生産が行われていたことが明らかとなっている。

環状土製品は、西壁にカマドを持つ93号住居跡の南西隅付近から楕円形の土製模造鏡 9点 と共に出

土した。報告書内ではここで言う環状土製品を「指輪の模造品」。「土製リング」と表現している。

その形態は粘土紐を環状に円めその末端を接合させたものである。接合痕は明瞭に残されている。断

面形は台形をなし、板などの上で製作したことが想定される。最大外径は2.6cm、 内径1 5cm、 重さ

は不明である。

本住居l■の時期は報告書内では明確ではないが、7世紀前葉のものと考えられている(註 5)。

Ⅲ環状土製品 。耳環・ 指輪 (第21図 13～ 16)

これらの環状土製品が何を模造したかについては、現状のところ上ノ台遺跡での報告等で見られる

耳環ではという指摘や、国秀遺跡での指輪を模して作られたのではと言う指摘がある。形態的特徴か

らの判断では耳環の模造品としたほうが妥当と考えられる。それは耳環の切れ目の表現として、環状

土製品の明瞭な接合痕が存在するのではと想定できる。切れ目としてではなく、明瞭な接合痕となっ

ている理由としては、この上製品が模造品であり、正確に形態を真似る必要のないものであったため

と思われる。形態的にはこのようなもので、ことは充分足り得たものと思われる。

また、環状土製品の断面形態の多くが円形であり耳環との関連性が指摘できる。耳環について言え

ば、全国的に古墳時代後期の古墳から多数出上しており、同期の竪穴住居址出土品にも往々に見られ

る。このことから、同期において重要な装飾品であり、重要な道具であることは間違いあるまい①

環状土製品の大きさについては、上記に示した資料からすると、大小 2つ位のグループに分かれる。

大きいもののグループは、夕日長者遺跡出土例と上ノ台遺跡出土例。この中で一番大きいものは上ノ

台遺跡W-49号住居址出上の10が外径5cmを示し最大のものといえる。小さいもののグループとして

二又遺跡・尾島貝塚・国秀遺跡出土例が外径2.5cm前後の大きさである。

ここで耳環について全県下の集成がなされた千葉県の状況 (註 6)について見てみると、計測数値が

分かるもので、最小外径のものは1 3cm、 最大のものは4.8cmであり、外径2.3～ 2.6cmの ものが多い。

第21図 13～ 15は参考までに掲載したもので、13・ 14はつくば市中台遺跡第39号墳出上のものである。

13は外径4.6～ 4 5cm、 14は外径3.2～ 3 0cmである。15は土浦市寿行地古墳出上のもので、外径1.86～ 1.

66cmの ものである。

環状土製品の大きさの大小は、耳環の外径におけるばらつきの反映とも解釈できようか。

これに対し、古墳時代の指輪については、沖ノ島祭祀遺跡・新沢千塚古墳群第126号墳出土のもの

が有名であるが、耳環に比べ非常に出土例が少ない上に、形態が薄い板状のものがほとんどのようで
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ある。そして、繋ぎ目(接合部)は極力消し去ることを心がけている様子がうかがえる。加えて装飾的

であることが特徴と言えるであろう。

茨城県南地域出上の指輪の出土例として、稲敷郡桜川村柏木遺跡がある。遺跡内の7世紀前半の時

期とされる9号住居跡から1点出土した。最大長2.5cm。 内径1.9cmの もので、一部に鋸歯状の装飾が

付き、装飾部分以外の断面形状は薄い板状を見せている。材質については、報告書の記載では金属と

言うのみで不明であるが、写真の表面の状況から銅製と思われる。

千葉県下の指輪の状況では、多くが弥生時代のものであるが、外径1.9～ 2.6cmの範囲に収まってい

る(註 7)。 全体的な傾向として、指輪より耳環の方が外径に見る大きさの幅が広い特徴が読み取れる。

Wま とめ

最後に上記遺跡出上の環状土製品について全体的な特徴などについて述べたい。まず形態的な特徴

では、いずれも基本的には断面形状丸い粘土紐を環状に円め、その末端の接合痕を明瞭に残している。

この接合痕に関しては、意図して製作者が残したものと考えられる。これらの資料はいずれもほぼ完

形品である。このような諸特徴や外径の大きさ等から耳環を模した土製品と考えられる。

これらの環状土製品を出上した遺構は、竪穴住居址が 4遺跡で尾島貝塚のみが祭祀跡と祭祀跡の間

隙から出土している。この他、一緒に出上した土製品に関しては二又遺跡以外では、直接伴出又は間

接的に周辺から、複数の上製の模造鏡や玉類等が一緒に出土している。このような出土状況から、こ

の環状土製品も祭祀にかかわる模造品と考えられる。そして、これらの出土品はカマドを中心とした

位置から出土する場合が多い。この傾向は環状土製品のみの特徴ではなく、土製模造品全般にわたる

ものといえる。この特徴は竪穴住居址出土土製模造品を考える場合に重要なポイントとなろう。

これらの環状土製品を出土した遺構の時期については、多くが 6世紀後半から7世紀前半の範囲内

に入るものと考えられる。この 6世紀後半から7世紀前半と言う時期は、前段階の滑石製模造品製作

が終焉を迎え、土製の模造品が盛んに作られる時期でもある (註 8)。

そして、環状土製品出土遺跡が存在する地域は、現状で国秀遺跡以外いずれも古代東海道東端付近

の地域にまとまっており、興味深い状況を見せている。加えて回秀遺跡出土例の存在により、これら

の環状土製品が出土数の多寡はあるにせよ、より広い範囲から出土する可能性も秘めている。

註

註 1茂木雅博「浮島の祭祀遺跡」『風上記の考古学■常陸国風上記の巻』同成社 1994

註 2高松敏雄「福島県の祭祀遺跡」『東回土器研究』5号 東国土器研究会 1999

註 3矢島敬之「荒田目条里遺跡礼堂地区出土の石製・土製模造品ノート」『いわき市教育文化事研究紀要』第11号

(財 )いわき市教育文化事業団 2000

註 4(財 )千葉県文化財センター『千葉市榎作遺跡』千葉県文化財センター調査報告第216集 1992内の調査のまとめの時期区分

第Ic期から第Ⅲ期の上器様相に類似すると思われる。両者の時期のうち新しい方を想定した。

註 5三宅正浩「祭祀の遺跡と遺物」Fま つるかたち―古墳・飛鳥の人と神―』大阪府立近つ飛鳥博物館 1997

註 6千葉県文化財センター『研究紀要17-県内の青銅製品の集成と分析―』1997

註 7註 6と 同じ

註 8東 日本埋蔵文化財研究会『古墳時代の祭祀―祭祀関係の遺跡と遺物―哲第Ⅱ分冊―東日本編Ⅱ―関東地方 1993内 の笹生
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衛・小林清隆・神野 信「千葉県内における祭祀遺跡の状況」が参考。

参考文献

いわき市教育委員会『朝日長者遺跡・夕日長者遺跡]いわき市文化財報告第 6集 1981

駒澤大学考古学研究室『千葉・上ノ台遺跡 先史14』「本文編」・「本文編 2」 1982

(財 )茨城県教育財団 F尾島貝塚 宮の脇遺跡 後九郎兵衛遺跡』茨城県教育財団文化財調査報告第46集 1988

(財 )千葉県文化財センター「房総考古学ライブラリ=5古 墳時代(1)』 1990

(財 )山口県教育財団・山口県教育委員会『国秀遺跡』山口県埋蔵文化財調査報告書第152集 1992

(財 )茨城県教育財団『粕木遺跡』茨城県教育財団文化財調査報告第74集 1992

東日本埋蔵文化財研究会「古墳時代の祭祀―祭祀関係の遺跡と遺物―』第 I・ Ⅱ・Ⅲ冊 1998

(財 )茨城県教育財団『中台遺跡』茨城県教育財団文化財調査報告第102集 1995

土浦・出島合同遺跡調査会『寿行地古墳発掘調査報告書』1995

小沢 洋「房総の古墳後期土器」F東国土器研究』 4号 東国土器研究会 1995

春成秀爾 F歴史発掘 4古代の装い』講談社 1997

松本百合子「B耳飾」『古墳時代の研究 8古墳Ⅱ 副葬品 』雄山閣 1998
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第 5章 調査のまとめ

今回の発掘調査は520ポ という小規模なものであった。調査エリア内から検出された遺構は、竪穴

住居址が6軒確認されたのみである。その内訳は古墳時代が 3軒 と平安時代が 3軒である。出土遺物

では縄文時代から平安時代の遺物が確認されている。

以下は、時代ごとに遺物・遺構の特徴などについて述べ、まとめとする。

縄文時代

縄文時代の遺物は遺構に伴ったものはない。時期的には縄文時代早期のものとして沈線文系土器群

や条痕文系土器群の上器が数点出土している。前期では中葉の黒浜式や後半の浮島式がまとまって出

土している。この他、前期末葉から中期初頭段階 。後期中葉に位置付けられるものが極少数認められ

る。土器以外のものでは、土製lk・状耳飾りや石器が出土している。

弥生時代

弥生時代も遺構に伴ったものは無く、土器破片が数点出土しているのみである。

古墳時代

古墳時代は先に述べたとおり、1・ 5,6号住居址の 3軒が検出されている。それぞれの住居址の時期

は、1号住居址が6世紀末葉から7世紀初頭の範疇に、 5号住居址は6世紀後半に位置付けた。

6号住居址については依存状況が悪いが、小型の住居址と考えられる。同住居址内からは明確な遺

物出土状況が見られなかったが、 1号住居址との重複関係に加え 1号住居址に 5世紀後葉の遺物が混

入していることを考慮し、 5世紀後半に位置付けた。

このような小型の住居址の存在は、牛久市の東山遺跡 (註 1)や隼人山遺跡 (註 2)等の中でも注目さ

れている。先の2遺跡での住居llL平面規模の統計によれば、小型の住居址とそれ以外のものとで三分

化している様子がうかがえる。これらの遣跡の時期は、いずれも中期後半の範疇に入るもので、本遺

跡の 6号住居址が、 5世紀代の小型の住居址と考えたことに対しての傍証となるものと考える。

古墳時代の出土遺物については、 1号住居址出上のガラス小玉 (註 3)や 5号住居址出上の上製模造

品、そして6号住居址出土の完形の須恵器杯身が特筆される。

5号住居址の上製模造品は、環状土製品としたものと管状土製品としたもの各1点が出上している。

それも大型住居址のカマ ド内から出土した。これらの出土品はその形態的特徴から、前者が耳環の模

造品、後者は切子玉又は棗玉の模造品と考えられ、祭祀に供するためのものと思われる。

特に環状土製品については、考察で示したように類例に乏しいものであるが、現状で本遺跡を含め

茨城県桜川村尾島貝塚・福島県いわき市夕日長者遺跡 。千葉県千葉市上ノ台遺跡・山口県秋芳町国秀遺

跡の5遺跡で確認されている。形態特徴として、粘土紐を環状に円めその末端を接合し、その痕跡を

明瞭に残している。接合痕をナデ消さないところに、この土製品の模造品としての価値や意味が存在

するものと思われる。このような形態的な特徴は、後期古墳の副葬品として多用された耳環末端の切

れ日に通ずるものがあると考えられる。それ故に耳環を模造したものと考える。
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前記5遺跡の環状土製品を出上した遺構等を見ると、その帰属時期の多くが6世紀後半から7世紀前

半に位置付けられ、ちょうど石製模造品の製作が衰退し土製の模造品製作が盛んに行われる時期と一

致する。そして伴う他の模造品に関しても、土製の模造鏡などと一緒に出土する特徴を持っている。

また、興味深いことにいずれの遺跡でも完全な形で出上している。

二又遺跡5号住居址土製模造品の出土状況に関しては、カマ ド火床部より出土し特徴的な出土状況

といえる。このような出土状況については多々認められ、カマ ドでの祭祀行為の痕跡や最終的な廃棄

場所としてカマ ド付近が選ばれている等の考え方が想定できる。現状では後者のレベルまでしか述べ

られないのではと思う。二又遺跡近辺での同様な状況の出土事例として、同一台地上に位置する中新

台遺跡1号住居址 (註4)がある。この住居址は7世紀前半に位置付けられ、カマ ド内を中心として、土

製の小玉や管玉・勾玉等が出土している。このカマ ドは、土製品が置かれる以前に壊れて覆土も堆積

していた。

二又遺跡6号住居l■出土とした完形の須恵器郭身は、その特徴から現在の大阪府に所在する陶邑古

窯跡群で生産された可能性が高い。時期的にはその形態的特徴から、田辺氏編年(註5)の TK-23段階

のものと考えられ、その中でも古様を示すと考えられる。そして側面にはヘラ描きがなされ、須恵器

生産段階での製作者側の便宜のため描かれたと考えられている。陶邑古窯跡群における同時期・同様

なヘラ描きを持つものについては不明であるが、その後の段階のものには類例が見られる(註 6)。 ま

た、本資料の遺存状況は完形であり、茨城県南地域において近年見受けられる5世紀後半代の集落出

土須恵器の様相とは異なる。それは牛久市のヤツノ上遺跡や中久喜遺跡 (註 7)又は、土浦市宮前遺跡

(註8)の ように集落内で細かく割れ、破片として複数の住居址から出土する状況とは対照的といえる。

本遺跡の須恵器出土例は、その最終局面における取り扱い方が単純ではないことを示している。

平安時代

平安時代の住居址については、2・ 8号住居l■が 9世紀前葉から中葉に相当する。 4号住居址につい

ては、 9世紀後葉に位置付けた。これらの時期以外に、1号住居址覆土上層からは8世紀末葉から9世

紀初頭に位置付けられるものが複数出土しているが、明確な遺構としては認識できなかった。

住居址の形態的な特徴として、3号住居址は方形の平面形態の隅にカマ ドを構築している。4号住居

址については、住居床面に方形・4本の主柱穴が構築され、そのうちの対する一辺の中間には浅い柱穴

と考えられるものがそれぞれ確認され、補助柱穴と考えられる(註9)。

特徴的な出土遺物として、 2号住居址出土では木葉下窯跡群産と考えられる胎土に白色針状物等を

含む須恵器が出土し、4号住居址や遺構外では灰釉陶器が出土している。2・ 3・ 4号住居址出上ではター

ル状の付着物が口唇部に見られる杯があり、特に 4号住居址の出土状況は興味深い。

二又遺跡が存在する花室川流域 (市内)において、木葉下窯跡群産と考えられる須恵器が出土してい

る遺跡は、谷原門遺跡 C地点(註 10)・ 扇ノ台遺跡 (註 11)・神出遺跡。中居遺跡 (註 12)。 長峰遺跡 (註 13)で

少量ながら出土している。全体的な傾向として、器形として高台付のものが目立つ感触を持つ。また、

焼成の良好なものが多く、色調も独特でオリーブ灰色的なものが多い。

本遺跡で出土したタール状の付着物が回唇部に見られる杯は、燈明用の上器と考えられている。須

恵器・土師器の区別はなく、時期によって主体を占める器を利用しているようである。これらは、油
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(註14)を入れた土器に燈芯を添え、燃焼した結果その周囲にタール状の物質が付着したものと考えら

れる。この上器の使用目的は、仏教儀礼と関わりが考えられる道具類や墨書土器。墨書に関わる道具

類と一緒に出土する割合が高く(註 15)、 単なる暗い場所での明かり取りというものではないようであ

る。本遺跡4号住居址においても鉄鉢形土器と考えられるものや、解読不明な墨書土器と一緒に出土

している。

最後に、今回の調査は狭い範囲ではあつたが、古墳時代中期後半以降断続的に平安時代 9世紀後葉

まで居住域として利用された様子が明らかとなり、各時代の遺構からは多彩な遺物が出土したと言え

る。

註

註 1(財 )茨城県教育財団『東山遺跡』茨城県教育財団調査報告書101集 1995の 中で、5世紀後半の竪穴住居址69軒を規模や内

部施設により4つ に分類しているが、これらを規模のみで分類すると以下の様な傾向が見られる。住居址の1辺が 5～ 7

m代の規模を有するもの36軒で全体の522%を 占める。また、 1辺が2～ 3m代の規模を有するものは33軒で全体の478

%を 占め、半数近くが小型の住居址となっている。

註 2(財 )茨城県教育財団『中下根遺跡 西ノ原遺跡 隼人山遺跡』茨城県教育財団調査報告書■3集 1996

註 3市内の住居址出土例として石橋南遺跡 1号住居址がある。「群青色」のものである。土浦市教育委員会『石橋南遺跡一日

村。沖宿土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 7集―』1997

註 4土浦市教育委員会 F中新台遺跡』1996 1号住居址出土遺物の中には掲載されていないが、土師器杯破片を円盤状に打

ち欠いた土製品も出上している。

註 5田辺昭三『須恵器大成』角川書店 1981 この他、中村 浩氏の編年では1期 3段階の範疇のものと考えられる。

註 6中村 浩「須恵器生産に関する一試考」『考古学雑誌』第63巻第1号 1977及び野上文助「第3節 高蔵寺地区・陶器山地区出

上のヘラ記号とその意義」(財 )大阪埋蔵文化財センター『陶邑 V大阪府文化財調査報告第33 』1982

註 7荒井保雄「中久喜遺跡出上の古式須恵器について」「研究ノート』3号 (財 )茨城県教育財団 1994

註 8(財 )茨城県教育財団 F宮前遺跡』茨城県教育財団調査報告書138集 1997宮前遺跡では、未掲載古墳時代須恵器破片が

S K10で 1点、 S K99で 1点、 SK■ 3で 1点、 S17で 40点、 S19で 3点、 S110で 8点、 S111で 1点、 S118で 1点、 S

119で 1点出土している。これらの須恵器破片は全体的に細かく割れて出土している。器種は甕の破片が多い。

註 9註 3と 同じ報告書中、古墳時代後期6世紀前半の第1号住居址にも主柱穴間に補助柱穴が見られる。

註10土浦市教育委員会『谷原門遺跡C地点発掘調査報告書』1999

註11土浦市教育委員会『扇ノ台遺跡』1996

註12土浦市教育委員会『東出遺跡・神出遺跡。中居遺跡』1999

註13(財 )茨城教育財団『西郷遺跡 南丘遺跡 長峰遺跡 数光遺跡 宮塚遺跡 右籾館跡 内路地台遺跡」茨城県教育

財団調査報告書64集 1991

註14燈明用の油としては、神奈川県宮ケ瀬遺跡群馬場 (No 3)遺跡出土燈明用杯の残存脂肪分析の結果が興味深い。

同遺跡出上の燈明用杯では、イルカ・シカ・モズのような動物の油やエゴマのような植物の油が混用されていた可能性

が推測されている。

中野益男 中野寛子 菅原利佳 長田正宏「宮ケ瀬遺跡群馬場 (No 3)遺 跡から出土した燈明皿に残存する脂肪の分析」

『宮ケ瀬遺跡辞Ⅶ 馬場 (No 3)遺跡』かながわ考古学財団調査報告 9(財 )かながわ考古学財団 1996

註15津野 仁「栃木県出土の古代燈明具」『栃木県考古学会誌』第13集 1991
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6号住居址から、5世紀後葉段

階の陶邑窯産と考えられる須

恵器イ身が完形で出土。

6世紀後半に位置付けられる
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弥生時代の土器片が数点出

土している。
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